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「ほとめき」とは筑後の方言で「おもてなし」という意味です。

書：名誉院⾧　田中 眞紀

「筑後川花火大会」　撮影者：老健 介護支援専門員　山田 孝典

当院の理念

方　針

地域住民の多様なニーズに応え、安全・安心で心の通う医療を提供する

1. 利用者の尊厳を守り、地域での包括的な医療支援やサービスに努める

2. 地域に密着した公共性の高い医療を目指す

　①地域医療機関との連携を強化する

　②地域に特色のある医療を担う

3. 質の高い医療を提供するために資質の向上に努める
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整形外科

1

大牟田市立病院より 2025 年 4月より新しく整形外科医として赴任しました塚本と申
します。

整形外科の中でも外傷治療は緊急性が求められる分野であり、それゆえに対応でき
る医療機関が限られています。私たちは、「この地域で必要とされている医療を担う」
という病院の本質的な使命に立ち返り、今年から外傷診療を積極的に受け入れる体
制を整える方針となりました。

整形外科医師　塚本　祐也

当院整形外科では、膝・足関節を主とした慢性疾患を中心に診療を行ってまいりま
したが、近年地域における高齢者外傷の増加、救急搬送件数の逼迫、周囲病院から
の受け入れ要望の高まりなどを背景に、当院でもその役割を改めて見直しておりま
す。

就任のご挨拶・診療科紹介

当院は今後も、高齢であることを理由に入院・
手術を断ることなく、可能な限り積極的に受け
入れる方針です。もちろん、全身状態や社会的
背景の複雑さから簡単ではない症例も多いです
が、地域医療における責任を自覚して、必要と
される医療に応える覚悟を持って診療にあたっ
ていきたいと思います。

特に高齢者の外傷の受け入れ問題はこの久留米地区では問題となっており、救急搬
送された患者様の受け入れ先がないなど社会的な問題となっており、当院がその解
決の一助になれればと思っております。特に高齢者の 4大骨折と言われている、
『大腿骨近位部骨折・上腕骨骨折・橈骨遠位端骨折・脊椎圧迫骨折』については患者
様の数も多いため、積極的な受け入れを行っております。
その上で手術適応であれば、迅速な術前評価を行い、できる限り
手術待機期間を短縮できるよう計画し、その後可能な限り早期の
リハビリ開始と社会復帰を目指しています。
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また高齢者外傷患者の多くが、背景に未治療または不十分
な骨粗鬆症を抱えているのが実情です。

当院でも術後骨粗鬆症検査を積極的に行っておりますが、骨粗鬆症の治療は長年に
わたるため、どうしても継続率が低いと言われております。特に総合病院は外来が
限られており、どうしても患者様に不便をおかけするため、より継続率が低いのが
実情です。よって近年、退院後に骨粗鬆症と診断された患者様の治療継続率を少し
でも維持するため、かかりつけ医を作ってもらい治療を切れ目なく継続する医療連
携体制の必要性が重要視されてきています。まだ久留米を含めた筑後地区ではこの
体制が整っていませんが、高齢者の脆弱性骨折を少しでも減らすためにも導入が必
要と考えております。

ただ体制の確立には時間もかかるため、まずはかかりつけ内科や整形外科のクリニッ
クの先生方に積極的にご協力をいただけたらと考えております。今後当院より患者
様のご紹介を差し上げることもあると思いますが、ぜひお力をお貸しいただけばと
考えております。

最後に急性期病院である当院は手術加療を中心とした治療の中核を担い、また地域
のクリニックや療養型病院の先生方と連携して、「総合的な医療」を地域で実施する
体制づくりができればと考えております。そのためには術前・術後を含め、近隣の
病院・診療所・介護施設の先生方のご協力が欠かせないと考えます。よって私たち
は今後地域の先生方とともに協力し合い、「外傷で困ったらまずここに相談しよう」
と思っていただける存在を目指して邁進していきたいと思っております。
今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

ただそのためには術前・術後を含め、近隣の病院・診療所・介護施設の先生方のご
協力が欠かせず、地域連携が非常に重要と考えます。よって患者紹介やご相談も柔
軟に対応させていただければと考えております。

骨折をきっかけに初めて診断されるケースも多く、再骨折予防の観点からも、骨粗
鬆症治療の導入と継続は極めて重要です。



3

名誉院⾧　田中眞紀

　このたび、令和 7 年 4 月 29 日付で瑞宝双光章を拝受いたしました。

5 月 28 日には厚生労働省において叙勲伝達式が執り行われ、さらに皇居豊明殿

において天皇陛下に拝謁の栄を賜りました。

今回の受章は、私個人の功績というよりも、在職中にともに地域医療に取り組

んできた病院全体の努力の評価であると受け止めております。この栄誉もひと

えに職員の皆さんの尽力、そして日ごろより支えてくださる地域の皆様や関係

の方々のおかげです。心より感謝申し上げます。

叙勲受章のご報告

今後も一医師として、地域医療の発展に尽力してまいりたいと存じます。

7/25 整形外科勉強会（シーネ固定）

講師：整形外科医⾧ 野口医師

演題：シーネの固定・巻き方の演習、講義

院外セミナーのご案内は病院ホームページ、SNS 等でお知らせいたします。

是非ご参加ください！

医師、看護師が

多数参加し、

大盛況でした！



特定行為看護師便り

F: 風通しの良い場所へ移動

I : 氷や冷たいタオルで冷却（特に首・脇・太もも付け根）

R: 衣服をゆるめて休ませる

S: 症状の変化を観察（15分後に再評価）

T: 水分・塩分補給（経口補水液の推奨）

応急処置「FIRST」の法則

文責：特定行為看護師：柴田朋子

今月のトピックス

熱中症
熱中症とは、体温調節機能が破綻し、体内の水分や塩分バランスが崩れることで

起こる健康障害です。気温が高くなくても、湿度が高い環境でも発症します。

Ⅰ度（軽症） ：立ちくらみ、筋肉痛、大量の発汗

Ⅱ度（中等症）：頭痛、吐き気、嘔吐、倦怠感

Ⅲ度（重症） ：意識障害、けいれん、高体温

重症度分類

注意すべき環境
• 気温・湿度が高い日
• 風が弱く日差しが強い環境
• 梅雨明け直後
（体が暑さに慣れていない時期）

• 室内でも発生（室内型熱中症）

ハイリスク患者
• 高齢者（重症化しやすい）
• 小児（症状を適切に訴えられない）
• 抗精神病薬など抗コリン作用のある
薬剤服用者

• 言葉で訴えられない患者は全身状態をよく観察
• 皮膚の弾力低下（3秒以上戻らない場合は脱水の疑い）
• 活動への参加意欲低下も重要なサイン

患者観察のコツ

頭字語「FIRST」

の意味
• Fluid（水分補給）
• Ice（冷却）
• Rest（休息）
• Sing（経過観察）
• Treatment（医療処置）

4



5

医療法人 朋仁会　藤吉内科消化器科医院

藤吉内科消化器科医院は、西鉄大善寺駅から徒歩 1分、久留米市

とその近郊の患者様の健康づくりをご支援しています。診療科目

は消化器内科（内視鏡・エコー）、呼吸器内科／アレルギー内科、

内科（老年内科）、小児科、漢方内科、在宅医療、禁煙外来、体

に不調や気になることがあれば、まずはお気軽にご相談いただけ

る内科クリニックです。

藤吉内科消化器科医院

〒830-0070　久留米市大善寺南 1-14-1

TEL：0942-51-3007

診療科：消化器内科 /呼吸器内科・アレルギー

内科 /内科 / 小児科 /漢方内科 /在宅医療 /

禁煙外来

院長　藤吉 康明

病院 HP

ジャパン・マンモグラフィサンデー

今年も、乳がん検診・子宮頸がん検診【J.M.S】日曜日検診を開催いたします。

先着 50 名様の予約制となります。多忙な平日をお過ごしの女性の皆さま、ぜひこの機会に

受診してみませんか？

詳しくは、健康管理センターホームページ（QRコード）をご参照ください。

月　  日10    19 日曜日

お問合せ：JCHO久留米総合病院　健康管理センター

TEL：0942-48-1011　平日（月～金）13：30 ～ 16：30
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斎藤整形外科

医業を生業として 300 数余年。

「五雲堂」から始まり「齋藤醫院」を経て現在の「斎藤整形外科

医院」まで、地域の患者様の医療に携わって参りました。

高度で専門的な医療を要する時や非常に珍しく解決が難しい病気、

特殊な検査が必要な場合は、該当する高次医療機関と連携し、

問題の解決に努めます。

斎藤整形外科

〒840-1105　佐賀県三養基郡みやき町

　　　　　　　寄人 1509-1

TEL：0942-96-3110

診療科：整形外科 /内科 / リハビリ

院長　斎藤 隆

病院 HP

河田産婦人科

久留米大学病院周産期母子医療センターで長年培った産科医療の

知見に加え、胎児診断といった最新医療を提供すること、産前か

ら産後まで母児のサポートとケアが必要であり、 これらをすべて

叶えられるように、産婦さんに寄り添い、安心なマタニティライ

フを目指すパートナーとしてお役に立てるよう心がけてまいりま

す。

河田産婦人科

〒830-0048　久留米市梅満町 955-1 

TEL： 0942-32-2502

診療科：産科 /婦人科 /女性泌尿器科 /

院長　河田高伸

病院HP



独立行政法人地域医療機能推進機構
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